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よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

久
田　
「
津
波
」
や
「
土
砂
災
害
」「
住
宅

密
集
地
の
火
災
」
な
ど
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
調
べ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
有
効
な
の
が
「
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
で
す
。

  

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
は
、
自
然
災
害
に

よ
る
被
害
を
予
測
し
、
被
害
範
囲
を
地
図

に
表
し
た
も
の
で
す
。
洪
水
・
氾
濫
、
地

震
、
津
波
、
高
潮
、
内
水
、
土
砂
災
害
な

ど
、
様
々
な
災
害
に
対
応
す
る
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）
。

私
は
、
自
宅
を
建
て
る
前
に
そ
の
土
地
に

は
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
の
か
調
べ
ま

︱
自
然
災
害
が
多
発
す
る
日
本
に
お

い
て
、
最
近
は
災
害
時
の
在
宅
避
難
が
呼

び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
何

で
し
ょ
う
か
。

久
田　
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
で
は
、

家
屋
倒
壊
な
ど
に
よ
る
「
直
接
死
」
が
50

人
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
避
難
生
活
な
ど

で
持
病
が
悪
化
し
た
り
、
心
身
に
不
調
を

来
す
こ
と
で
生
じ
た
「
災
害
関
連
死
」
は

２
２
０
人
以
上
と
、
亡
く
な
っ
た
方
の
８

割
を
占
め
ま
し
た
。
不
特
定
多
数
の
人
が

集
ま
る
避
難
所
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
確
保

し
づ
ら
く
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
の
感
染
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
避
難
所
の
絶
対
数
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
首
都
直
下
型
地
震
が
懸
念
さ
れ
る
東
京

都
で
は
、
人
口
１
３
９
６
万
人
に
対
し
指
定

避
難
所
の
収
容
人
数
は
３
２
０
万
人
で
あ

り
、
決
し
て
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
避
難
所
自
体
が
被
災
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
２
０
０
５
年
の
千
葉
県

北
西
部
地
震
で
は
多
く
の
人
々
が
密
集
し

混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。
人
口
密
集
地
で
人
々

が
一
斉
に
動
け
ば
群
衆
事
故
が
起
こ
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
自
宅

の
倒
壊
や
火
災
な
ど
の
危
険
が
な
い
限
り
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
を
避
難
場
所
に
す
る
在

宅
避
難
と
い
う
考
え
方
が
、
自
治
体
な
ど

か
ら
勧
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

家
に
と
ど
ま
り
続
け
る
た
め
の
対
策

︱
ご
自
宅
も
在
宅
避
難
が
で
き
る
家

だ
と
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
条
件

と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
か
。

久
田　
私
は
「
災
害
時
に
家
の
中
に
い
る

の
が
一
番
安
全
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

都
内
に
戸
建
住
宅
を
建
て
ま
し
た
。

　

在
宅
避
難
が
で
き
る
家
と
し
て
、
①
「
建

物
対
策
」
、
②
「
室
内
対
策
」
、
③
「
備
蓄

対
策
」
の
３
点
が
重
要
で
す
（
図
２
）
。　

　

①
「
建
物
対
策
」
で
は
構
造
計
算
を
し
っ

か
り
行
い
「
耐
震
等
級
３
」
を
実
現
し
ま

し
た
。
震
度
７
の
激
し
い
揺
れ
が
２
回
も

生
じ
た
熊
本
地
震
で
は
、
耐
震
等
級
３
の

木
造
住
宅
16
棟
の
う
ち
14
棟
は
被
害
が
な

く
、
残
り
の
２
棟
も
軽
微
な
被
害
で
と
ど

ま
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
耐
震

等
級
３
で
あ
れ
ば
、
建
物
倒
壊
の
心
配
は

ほ
ぼ
な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
私

の
場
合
は
、
耐
震
等
級
３
に
す
る
た
め
に

基
礎
と
壁
の
強
度
を
上
げ
て
40
万
円
程
度

水害、土砂災害、地震・津波などの自然災害が毎年のように発生している日本列島（図１）。
災害が起こった際に最も重要となるのは「命を守る行動」だが、その後の生活を考え、

被害の軽減や社会活動の維持も可能となる準備をしておく必要がある。
そこで近年注目を集めているのが、災害時に避難所に行かずに自宅で過ごす在宅避難だ。

今号では在宅避難を可能にする家について考察し、
その家づくりに役立つ建材や設備を紹介する。

在宅避難ができる家
特  集

し
た
。
ま
た
国
土
地
理
院
の
「
地
理
院
地

図
」
を
参
考
に
、
土
地
の
成
り
立
ち
や
地

質
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
い
ま
す
。
私
が

選
ん
だ
土
地
は
、
50
㎝
く
ら
い
の
内
水
氾

濫
は
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
盤
は

そ
れ
ほ
ど
悪
く
な
い
た
め
地
震
で
液
状
化

す
る
可
能
性
は
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

確
認
方
法
と
し
て
、
国
土
交
通
省
が
「
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
の
で
、
居
住
す
る
地
域
を

事
前
に
調
べ
て
、
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど

の
危
険
が
あ
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

リ
ス
ク
が
明
確
に
な
っ
た
場
合
は
、
例
え

ば
１
ｍ
以
下
の
浸
水
リ
ス
ク
が
あ
る
な
ら
ば

高
床
式
や
ピ
ロ
テ
ィ
で
家
を
地
面
か
ら
上

げ
た
り
、
盛
り
土
で
地
盤
を
高
く
し
た
り
、

止
水
板
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
丘
陵
地
の
土
砂
災
害
に
対
し

て
は
、
山
側
に
は
丈
夫
な
壁
な
ど
を
施
し

ま
す
。
ま
た
、
火
災
に
備
え
て
耐
火
対
策

に
も
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
う
し

た
対
策
を
講
じ
、
か
つ
耐
震
性
能
が
満
た

さ
れ
て
い
れ
ば
「
避
難
す
る
必
要
の
な
い
家
」

と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

地
震
、
豪
雨
に
よ
る
水
害
、
土
砂
崩
れ

な
ど
は
、
今
や
日
本
全
国
ど
こ
で
も
起
き

う
る
自
然
災
害
で
あ
る
と
認
識
し
、
在
宅

避
難
が
で
き
る
家
づ
く
り
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
で
し
た
の
で
、
安
全
に

長
く
住
み
続
け
る
た
め
、
ぜ
ひ
検
討
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

②
「
室
内
対
策
」
と
し
て
家
具
や
ク
ロ
ー

ゼ
ッ
ト
を
置
か
ず
、「
造
り
付
け
家
具
」
に

し
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
置
き
た
い
家

具
は
壁
の
下
地
材
を
丈
夫
に
し
て
し
っ
か

り
固
定
し
、
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
を
防

止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防

止
シ
ー
ト
を
貼
れ
ば
、
ガ
ラ
ス
が
破
損
し

た
場
合
で
も
飛
び
散
り
な
ど
を
低
減
で
き

ま
す
。
こ
う
し
た
対
策
で
室
内
で
の
け
が

を
防
ぐ
と
と
も
に
、
動
線
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

③ 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
の
た
め
に

は
「
備
蓄
対
策
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
私

は
１
週
間
分
く
ら
い
の
水
と
食
料
を
備
蓄

し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

の
生
活
用
水
と
し
て
、
庭
に
は
雨
水
タ
ン

ク
を
備
え
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
は
使
用
で

き
な
く
な
る
場
合
を
想
定
し
、
非
常
用
ト

イ
レ
の
用
意
が
あ
る
と
安
心
で
す
。
ま
た
、

太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
、
Ｅ
Ｖ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
は
、
停
電
時
に
活
用
で
き

大
変
有
効
だ
と
考
え
ま
す
。

「
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
」を
活
用
す
る

︱
土
地
が
抱
え
る
リ
ス
ク
に
は
ど
の

工学院大学建築学部
まちづくり学科 教授

久田 嘉章氏

①建物対策

③備蓄対策

②室内対策
～倒壊しない家～

～ライフラインの確保～

～安全に住み続ける～

水 電  気

耐震等級3

耐 火
耐 水 害

けがの防止・動線の確保

雨水タンクなど 太陽光発電、蓄電池
EVステーション　など

造り付け家具、家具の固定
ガラス飛散防止シート

など

図2. 在宅避難ができる家づくりの「3つの対策」

出所：国土地理院

図3. 主な「ハザードマップ」

重ねるハザードマップ

● 洪水ハザードマップ ● 地震ハザードマップ ● 内水ハザードマップ
● 津波ハザードマップ ● 高潮ハザードマップ ● 火山ハザードマップ
● 土砂災害ハザードマップ ● ため池ハザードマップ ● 道路防災情報ハザードマップ

図1. 日本で起きた主な自然災害と住宅被害件数（2020～2022年）

災害名 住宅被害（棟）
全 壊 半 壊 床上浸水

2020年 令和2年7月豪雨 1,627 4,535 1,741
令和2年台風第10号 7 40 31

2021年

1 月7 日からの大雪等 1 2 2
福島県沖を震源とする地震 144 3,065 0
令和３年７月１日からの大雨 59 118 515
令和３年８月の大雨 45 1,321 845
千葉県北西部を震源とする地震 0 0 0

2022年

福島県沖を震源とする地震 224 4,630 0
令和４年８月の大雨 37 762 1,539
令和４年台風第14号 17 248 612
令和４年台風第15号 7 1,826 5,037

（計数：2023年3月24日現在）　出所：内閣府 防災情報ページ

洪水・土砂災害・高潮・津波のリスク情報、道路防災情報、 
土地の特徴・成り立ちなどを地図や写真に重ねて表示できる



Kenzai Monthly September 2023 Kenzai Monthly September 20235 4

在宅
に役

建材と

編集部

特  集

在宅避難ができる家

停電時にあると安心なのが太陽光発電システムだ。「ト
リニティ」はカーポートと太陽光パネル、蓄電池をセッ
トにしたソーラーカーポート。2台分の駐車スペース
があれば設置でき、家の屋根に太陽光パネルが搭載で
きない場合の選択肢が広がる。蓄電池は自社ブランド
製品のため、低価格に抑えられている。

①	停電時でも太陽光発電と蓄電池の電力を使用可能
②	カーポートは国内産で強くてシンプルなデザイン
③	売電と電気代削減で経済的メリット
④	蓄電池は燃えにくいリン酸リチウムイオン電池
⑤	システム10年保証、出力30年設計

Trinity（トリニティ）
蓄電池をセットにしたソーラーカーポート

Upsolar Japan株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

注目ポイント

水道管に直結して設置する貯水タンク。平常時もタ
ンクを経由して水道水が供給されるため、常に中の
水が入れ替わり、新鮮な水が貯水される。断水時は
逆止弁により逆流を防ぎ、手動のフットポンプで加
圧すれば、蛇口から4人家族の3～5日分の飲料水を
供給できる。

①	水道管に取り付けるだけの簡単施工
②	床下や屋外に設置可能な省スペース設計
③	断水時は高圧フットポンプで加圧して蛇口から取水
できる

④	タンクは水質を劣化させない構造で安全な水を提供
⑤	断水時、36Lの水量を確保できる（マルチアクアS1）

マルチアクア
「飲料水・生活水」を確保できる貯水タンク

株式会社テクノフレックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

注目ポイント

V2Hとは、EV/PHV*の大容量バッテリーから電力
を取り出し、分電盤を通じて家庭の電力として使用で
きるシステムのこと。停電時はEV/PHVに蓄えた電
力を家庭内に給電可能。また、停電時に太陽光発電の
余剰電力をEV/PHVに充電できるので、長時間の停
電でも安心（ニチコンで動作確認済みの太陽光パワー
コンディショナに限る）。

①	停電時でも安心の6kVA給電
②	太陽光発電や時間帯別電気契約を有効活用できる
③	倍速充電機能でスピーディーな充電
④	高さ35㎝までの浸水にも対応

EVパワー・ステーション® プレミアムモデル

低価格で高品質なV2H システム

ニチコン株式会社・・・・・・・・・・・・・

注目ポイント

台風などの荒天時には飛来物への注意が必要だ。本
製品は強風時のスラットフックの抜け出しに対し、
レールの内部補強が追従することで、スラットがガ
イドレールから外れにくい構造の住宅窓シャッター。
耐 風 圧 性 能（負 圧）を2100Pa＊1（風 速82m/s 相
当・最大間口1.8m）に向上した強風に耐えるシャッ
ターで、飛来物による窓ガラスの破損を防いでくれる。

①	ガイドレール内部構造の強度を上げ強風被害から住ま
いを守る

②	強風でシャッターがバタつく音を軽減
③	スマートフォンから操作可能で、外出先からも管理で
きる＊2

④	気象警報に連動する自動閉鎖機能を搭載＊2

マドマスター高耐風モデル
強風から住まいを守る窓シャッター

文化シヤッター株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

注目ポイント

停電時もガスの供給があれば電気とお湯の供給が可能な
エネファーム＊。2019年度に発売されたモデルの新機種
で、設置スペースの20%削減と、17㎏の軽量化を実現し
た。これにより設置場所の選択肢が拡大するとともに、
施工やメンテナンス時の作業性が向上し、一段と設置し
やすくなった。また、既存の熱源機（給湯器）に後付け設
置可能で、リフォームにも対応できる。

①	発電中に停電が発生しても発電を継続
②	停電時にも電気（最大400W）とお湯が使える
③	停電時の発電継続時間は最長500時間
④	エアコン室外機と同等サイズの世界最小・最軽量モデル
⑤	既設給湯器への後付け設置が可能

エネファームミニ
世界最小・最軽量の家庭用燃料電池

京セラ株式会社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

注目ポイント

開口部に金具を設置するだけの簡単な工事で取
り付けられる浸水被害対策用の止水板。希望の
サイズに調整可能で、両開き扉やシャッター入
り口などサイズを選ばず様々な場所に設置でき
る。設置後も扉を開口できるため入り口が1カ所
しかない場合でも動線が確保される。使用しな
いときは扉の近くに保管しておけば、いざとい
うときに素早く設置できる。

①	1時間当たりの浸水量はわずか15cc
②	止水板は漏れてもタオル1枚で拭き取り可能
③	多彩なサイズ展開。基本形状は高さ1段300mm
④	水位の状況を見ながら上に重ねて設置できる

備シャット
ゲリラ豪雨や河川の氾濫に備える止水板

株式会社サワヤ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

注目ポイント

エネファームは、東京ガス株式会社、大阪ガス株式会社、ENEOS株式会社の登録商標です

＊PHV：「Plug-in Hybrid Vehicle」。外部から充電した電力でも走行できるハイブリッド車
＊1 対象商品は「マドマスタータップ2 高耐風モデル（防火設備）」「マドマスターリード 高耐風モデル」
＊2 操作タイプがスマートタイプの場合

備
蓄

備
蓄

備
蓄

備
蓄

建
物

建
物

避難 
立つ
設備

が選ぶ
＊エネファーム：都市ガスやLPガスから

取り出した水素と空気中の酸素を化学
反応させ、発電と給湯ができる家庭用
燃料電池システム
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特  集

在宅避難ができる家

地震や豪雨などによる突然の停電発生でも、室内を安全に移動できる
300lmの明るさで約10時間の点灯が可能なシーリング。５ｍ以内のコンセ
ントに設置した停電検知送信機が、停電を自動検知。シーリングがその信号
を受信すると、約2～３秒後に内蔵バッテリーによる非常点灯が開始される。

万一の停電時にも水を流すことができるタンクレストイレ。9V角形アル
カリ乾電池をセットし、本体上部にあるスイッチを押すだけで排水・給
水が可能。電池がない場合は、サイドカバー内にある手動ハンドルを回
して水を流せる。断水時の給水はバケツなどでの補充が必要。

　「ロボティクスで、世界をユカイに。」を掲げ数多くのコ
ミュニケーションロボットやIoTプロダクトを企画・開発
する同社。2021年に次世代ロボットとしてファミリーロ
ボット「BOCCO emo（ボッコエモ）」をリリースした。
　ロボット本体と付属のセンサー、スマホアプリを連携させ
て使用し、音声メッセージの送受信、天気通知やリマインド
機能、IoT機器との連動などの機能に加え、ハンズフリー対
話も可能。親しみやすいデザインや動きが生活に溶け込む
インターフェースとなっている。
　同社では、「災害時に使うものは平常時・災害時と使い方
を変えないほうがよい」という考えのもと、同製品の役割を
情報提供とメンタル面の負担軽減と想定する。平常時は留
守番中の子どもや離れて暮らす家族とのコミュニケーショ
ンに活用。災害時には防災情報などの情報提供はもちろん、
在宅避難時に“いつも使っているemo”から聞こえてくる
家族の声がユーザーを癒やし、ほっとできる瞬間を提供する。

また、通常の電話回線は災害時にアクセスが集中しつながり
にくい状況が続くが、BOCCO emoはSIMを搭載してい
るため、これらの通信手段と比べても災害に強いといえる。
　一般社団法人フェーズフリー協会によるフェーズフリー
認証も受けている＊「BOCCO emo」は、災害時や在宅
避難時にも活躍が期待できそうだ。

①	常時給電されているコンセントの電圧状況を監視して停電を判別
②	非常点灯の明かりもリモコン操作でON/OFFが可能
③	点灯時間優先で最大20時間非常点灯
④	平常時は明るさと光色が選べる調色/調光タイプ
⑤	便利なスリープタイマー機能付き	

①	停電時でも排水･給水ができるトイレ
②	使用回数の目安は約80回
③	電池がない場合、手動ハンドルで排水可能
④	停電時に使う電池を便器本体のケースに保管できる

HotaluX AID（ホタルクス エイド）

アラウーノ L150シリーズ

コミュニケーションロボット「BOCCO emo」

停電を自動検知して点灯する防災用LEDシーリング

停電時も乾電池で洗浄できるトイレ

ロボティクスが実現する非常時のコミュニケーション

株式会社ホタルクス

パナソニック ハウジングソリューションズ株式会社

ユカイ工学株式会社

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

注目ポイント

注目ポイント

＊ 社会のフェーズ（平常時、災害時など）を取り払い普段利用しているモノやサービスをいつでも適切に使えるようデザインしようという日本生まれの概念

＊ 非常点灯時間は目安です

避難生活中に希薄になりがちなコミュニケーション。離れた場所に住む家族や友人と気軽にコミュニケーショ
ンを取ることで避難生活に起因するストレスの軽減にもつながるだろう。そこで在宅避難時にも活用できるツー
ルを紹介する。

室
内

室
内



Kenzai Monthly September 20237

河川や農業用水、上下水道やビル・
工場内の配管も利用
　太陽光や風、水など自然界に存在する環境や資源を利用
する再生可能エネルギー。中でも、山と河川の多い日本で
古くから活用されてきたのが水力だ。高い所から低い所に
流れる水の力を利用して水車を回し発電するのが水力発電
の基本構造だが、その種類は様々で、ダムにためた水を流
して発電する貯水池式、電気の使用量が少ない夜間に水を
くみ上げ昼間に落として発電する揚水式、水をためること
なく河川の流れなどをそのまま使用する自流式がある。昔
から工場等で使われていた水車を動力とする自流式の小水
力発電は、化石燃料が普及したことで衰退傾向にあったが、
より環境負荷が少ない発電方式として再普及の兆しを見せ
ている。
　小水力開発支援協会代表理事の中島大氏は、「水力発電と
聞くと巨大なダムをイメージされるかもしれませんが、小
水力発電で用水路の中や川から引いた水路に水車を設置す
ることで発電を行い、近場の送電網につないで売電するの
が主流です。河川や農業用水の流れを利用する方法が主で
すが、上下水道やビル、工場内の配管を利用するなど、水
の流れがあれば様々な場所で行うことができます」と、そ
の可能性を話す。他の発電方法のように燃料をためて調整
することはできないが、発電量の変動は少ない。

100年を超えて地元に愛される
息の長い事業モデルになる
　小水力発電の利点として、発電効率の良さと発電時の
CO2排出量が少ないことが挙げられる。
  「小水力発電であれば昼夜、年間を通じて安定した発電が
可能です。また水流や落差があればどこでも発電できます。
例えば、遠方に水を送るダムでは下流域の環境を維持する
ために常に一定量の放流が行われていますが、小水力発電
ではこのようにただ流されている維持放流水も無駄なく活
用して発電を行うことが可能です」
　現在、日本国内には小水力発電の適地としておよそ2,700

カ所、1万2,000MW
ものポテンシャルが
あるといわれている。    
  「小水力発電は構造
がシンプルであるた
め、一度整備を行え
ば100年を超えて稼
働することができる
息の長い事業モデル
です。実際、国内で
稼働している小水力
発電設備は大小含め
て1,800カ所ほどあ
りますが、その3分の
2は60年以上稼働し続けています」
　課題として、運転管理の手間が挙げられる。落ち葉やご
みが水路に詰まることがあるため、かつては発電所に技術
職員が常勤、あるいは頻繁に見回る必要があり、高度成長
期の賃金上昇とともに数多くの小規模発電所が廃止の憂き
目に遭ったという。ただし今はコンピュータによる自動運
転となり、異常を検知してから対応するほか、リモートで
カメラ画像を見ることもできるようになり、管理費を削減
することも可能となっている。
　また河川に関わる工事であり、土砂災害や河川増水の影
響を受けないこと、二次災害を出さないことなど、設計上
の注意も欠かせない。高度成長期以降は大小問わず水力発
電所の新規建設が激減したため、しっかりした設計ができ
る技術者が不足していることも、導入拡大の障害になって
いるという。
  「一般的に小水力発電の認知度は太陽光や風力と比較して
低いといわれますが、河川が身近な地域では小水力発電の
認知度は決して低くありません。脱炭素の動きにより社会
貢献度の高さがより認知されれば、普及も加速するはずで
す。地元の理解を得ながら、小水力発電が暮らしの中に溶
け込み、豊かな森が広がる山や河川と共に50年、100年と
使われるよう取り組んでいきたいと思います」

気候変動への危機感が高まり脱炭素の実
現に注目が集まる今、環境負荷の少ない
発電方式として脚光を浴びているのが「小
水力発電」である。これは河川や農業用
水 な ど の 水 の 流 れ を 活 用し た、主 に
1,000kW以下の小規模なものを指し、
発電効率の良さから期待されている。

あらゆる水資源を無駄なく活用する「小水力発電」に脚光

一般社団法人
小水力開発支援協会　代表理事

中島 大 氏

脱炭素リューションリューション

●●

脱炭素
3

小水力発電所（鹿児島県）のらせん水車
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本　　社  ●	大阪府八尾市西弓削
	 	 3丁目8番地
創　　業  ●	1951年
資 本 金  ●	1,000万円
従 業 員  ●	15名
事業内容  ●	アルミニウム・スチー

ル製家庭用品・家庭
金物製造販売業

ユ
ー
ザ
ー
の
心
を
つ
か
み
、
他
社
の
追
従
に
よ
る

値
崩
れ
を
免
れ
た
。
し
か
し
注
文
が
増
え
る
ほ
ど

製
造
現
場
の
負
担
は
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

  「
そ
こ
で
個
人
向
け
か
ら
法
人
向
け
に
シ
フ
ト
し
、

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
企
業
と
コ
ラ
ボ
し
た
Ｏ

Ｅ
Ｍ
商
品
で
ま
と
ま
っ
た
注
文
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
現
場
の
負
担
も
軽
減
さ

れ
、
販
売
３
カ
月
で
１
万
本
単
位
の
法
人
受
注
が

入
る
大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
」

〝
い
い
時
ば
か
り
は
続
か
な
い
〟

好
調
な
時
こ
そ
次
の
一
手
を
模
索
す
る

—

業
績
も
順
調
に
伸
び
て
い
た
が
、〝
い
い
時

ば
か
り
は
続
か
な
い
〟と
い
う
思
い
か
ら
す
ぐ
に

次
の
一
手
に
着
手
し
た
。
東
京
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
ユ
ニ
ッ
ト「
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ（
テ
ン
ト
）」と
タ
ッ
グ

を
組
ん
だ
、
従
来
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
は
欠
け
て
い

た
デ
ザ
イ
ン
力
を
取
り
入
れ
た
新
商
品
開
発
だ
。

  

「“『
つ
く
る
』と『
た
べ
る
』を
１
つ
に
す
る
”

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
調
理
後
そ
の
ま
ま
皿
と
し
て

活
用
で
き
る
取
っ
手
着
脱
式
の
鉄
製
フ
ラ
イ
パ
ン

の
開
発
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
鉄
の
重
み
に
耐

え
ら
れ
る
安
全
性
と
着
脱
の
し
や
す
さ
、
そ
し
て

意
匠
性
を
兼
ね
備
え
た
持
ち
手
の
開
発
に
苦
戦
し

ま
し
た
が
、
２
年
の
歳
月
を
か
け
、
２
０
１
９
年

に
よ
う
や
く
新
ブ
ラ
ン
ド
の『
Ｆ
Ｒ
Ｙ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｊ
Ｉ
Ｕ（
フ
ラ
イ
パ
ン
ジ
ュ
ウ
）』が
完

成
し
ま
し
た
。
累
計
６
万
個
を
売
り
上
げ
、
世
界

３
大
デ
ザ
イ
ン
賞
の
『
ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
賞
』
と

『
レ
ッ
ド
・
ド
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
賞
』を
獲
得
。

今
で
は
当
社
を
代
表
す
る
商
品
と
な
り
、
海
外
で

の
販
売
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
」

—

コ
ロ
ナ
禍
の
巣
ご
も
り
需
要
は
売
り
上
げ

を
後
押
し
し
た
が
、
先
の
予
測
が
難
し
い
時
代
。

調
理
離
れ
が
進
む
よ
う
な
出
来
事
が
あ
れ
ば
、
ふ

た
た
び
危
機
に
さ
ら
さ
れ
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、

鉄
の
加
工
技
術
を
生
か
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど
他

業
界
に
も
事
業
を
拡
大
。
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
か
ら

の
引
き
合
い
も
増
え
て
い
る
。

  

「『
Ｊ
Ｉ
Ｕ
』が
完
成
し
た
２
年
後
の
２
０
２
１

年
に
は
工
場
兼
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
新
設
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
こ
だ
わ
り
、
工

場
全
体
を
眺
め
ら
れ
る
２
階
を
シ
ョ
ッ
プ
ス
ペ
ー

ス
と
し
た
た
め
、
来
場
者
が
も
の
づ
く
り
に
も
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
場
所
と
な
り
、
ブ
ラ
ン

ド
力
ア
ッ
プ
に
ひ
と
役
買
っ
て
い
ま
す
」

—

同
社
の
快
進
撃
と
機
動
力
に
異
業
種
が
注

目
し
、
コ
ラ
ボ
案
件
も
増
加
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー

ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
で
は
、
製
造
の
中

で
出
る
不
適
格
品
の
木
製
バ
ッ
ト
を
フ
ラ
イ
パ
ン

の
取
っ
手
に
用
い
た
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
商
品「
Ｓ

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｐ
Ａ
Ｎ
」が
誕
生
し
て
い
る
。「
コ
ラ

ボ
の
依
頼
で
は
求
め
ら
れ
る
も
の
も
大
き
い
で
す

が
、
利
益
抜
き
で〝
面
白
い
〟と
思
っ
た
ら
挑
戦

を
惜
し
み
ま
せ
ん
」と
語
る
藤
田
氏
が
次
に
何
を

生
み
出
す
の
か
、
目
が
離
せ
な
い
。

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

開
発
や
売
り
方
を
模
索
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
」

—

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
０
９
年
に
発
売

し
た「
冷
え
〜
る
タ
ン
ブ
ラ
ー
」だ
っ
た
。
ア
ル
ミ

製
で
冷
た
さ
を
よ
り
感
じ
る
性
能
が
好
評
を
博
し
、

注
文
が
殺
到
。
付
加
価
値
の
提
案
次
第
で
売
れ
る

商
品
を
生
み
出
せ
る
と
い
う
手
応
え
を
掴
ん
だ
も

の
の
、
翌
年
に
は
低
価
格
の
類
似
品
が
出
回
る
。

価
格
競
争
に
飲
ま
れ
る
前
に
次
の
一
手
と
し
て
注

目
し
た
の
が
、
展
示
会
で
出
展
し
た
際
に
意
外
に

も
好
評
を
得
て
い
た
鉄
製
フ
ラ
イ
パ
ン
だ
っ
た
。

  

「
鉄
製
フ
ラ
イ
パ
ン
は
耐
熱
性
に
優
れ
丈
夫
で

使
い
込
む
ほ
ど
味
が
出
る
た
め
、
価
格
以
外
で
価

値
を
見
い
だ
す
消
費
者
が
一
定
数
い
る
商
品
で

す
。
展
示
会
で
、
自
分
で
買
う
に
は
敷
居
が
高
い

が
も
ら
え
る
な
ら
使
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
を
聞

き
、
ギ
フ
ト
用
の
販
路
を
開
拓
。
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ

ト
へ
の
掲
載
や
様
々
な
Ｅ
Ｃ
シ
ョ
ッ
プ
で
の
販
売

を
開
始
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ふ
た
た
び
価
格

競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
。
そ
こ
で
売
り
方

に
注
目
し
、
価
格
を
守
る
た
め
に
編
み
出
し
た
商

品
が“
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
フ
ラ
イ
パ
ン
”で

す
。
従
来
の
商
品
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
、
独
自
の
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
に
絞
っ
て
販
売
し
た
だ
け
で
す
が
、
こ

れ
が
商
機
と
な
り
ま
し
た
」

—

「
フ
ラ
イ
パ
ン
物
語
」と
名
付
け
た
同
商
品
は
、

従
来
商
品
の
材
質
、
サ
イ
ズ
、
加
工
、
色
、
持
ち

手
な
ど
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
。
１
０
０
０
通

り
以
上
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
こ
だ
わ
り
志
向
の

売
り
方
と
売
り
先
を
変
え
た

〝
鉄
製
フ
ラ
イ
パ
ン
〟で
商
機
を
つ
か
む

—

長
引
く
景
気
低
迷
や
海
外
製
廉
価
品
な
ど

と
の
価
格
競
争
で
、
苦
境
が
続
く
日
本
の
も
の
づ

く
り
。
し
か
し
逆
境
を
バ
ネ
に
挑
戦
を
続
け
、
数

多
く
の
海
外
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
て
注
目
を
集

め
る
老
舗
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
。
お
よ
そ
70
年
に
わ

た
っ
て
フ
ラ
イ
パ
ン
や
鍋
な
ど
の
金
属
製
家
庭
用

品
を
製
造
し
て
き
た
藤
田
金
属
だ
。

  「
４
代
目
と
な
る
私
が
入
社
し
た
２
０
０
３
年
頃

は
、
主
に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
量
販
店
に
商
品

を
卸
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
値
下
げ
合
戦
を

目
の
当
た
り
に
し
て
愕
然
と
し
ま
し
た
。
苦
労
し

て
商
品
開
発
を
し
て
も
、
売
れ
れ
ば
す
ぐ
に
類
似

品
が
出
回
り
、
た
ち
ま
ち
値
崩
れ
を
起
こ
す
。
こ
の

繰
り
返
し
で
現
場
は
疲
弊
し
、
赤
字
続
き
で
存
続

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
挑
戦
を

し
な
け
れ
ば
生
き
残
り
は
不
可
能
で
あ
り
、
商
品

藤
田
金
属
株
式
会
社

デザインにこだわった新ブランドで
国際的にも認知度を高める

ニッチなニーズを捉えた売り方で
鉄製フライパンの市場を開拓

現状に甘んじることなく
業界を越えた商品展開にも挑戦する

ここが注目ポイント

熾烈な価格競争から抜け出せ
販路変更とブランディングに挑戦した
老舗メーカーの復活劇

代表取締役社長

藤田 盛一郎 氏

材質、内面加工、外面カラー塗装、持ち手、名入れを自分好みにカスタマイズできる「フラ
イパン物語」

鉄の加工技術を生かしたインテリア
「テーブルランプ」2階のショールームから工場を見下ろせる

安全性、意匠性を兼ね備えた取っ手着脱式の鉄製フライパン
「FRYING PAN JIU」

持ち手をスライド
させてロック部を
開く

持ち手の凹みにフライパンのフチを
合わせ最後までスライドさせてロッ
ク部を閉じる



＊	家具などのインテリア品は実際の展示と
　	異なる場合があります

編集室より

■ 送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
FAX：03-3214-3269
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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　「改正建築物省エネ法」に基づく省エネ性能表示制度
の施行が2024年4月度に予定されている。施行に先立
ち既存住宅・建築物の販売・賃貸の際の広告などへの省
エネ性能表示を行う先行的な取り組みを支援する。
❶ 主な事業要件 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

300㎡以上の既存住宅・建築物における省エネ性能の
診断（現況調査や省エネ計算）・表示（第三者認証を取
得の上、広告やホームページにラベルを掲載）を行う
こと。※住宅については複数戸を合算し、1プロジェク
トとして提案することも可能
■ 補助率	１／３　
■ 補助限度額　［非住宅］100万円／棟、［共同住宅］	
100万円／棟	または	５万円／戸	のいずれか小さい方、
［戸建住宅］５万円／戸

❷ 補助対象費用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①	既存住宅・建築物の省エネ性能評価のために実施
する現況調査（現況図面などの作成を含む）に要す
る費用

②	設計一次エネルギー消費量、BEI等の診断に要する費用
③	基準適合認定表示、BELS等の第三者認証取得に必
要な申請手数料

④	表示に要する費用（広告表示に要する費用を含む）
❸ 応募期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　	2023年８月21日（月）～11月30日（木）
※	予算により、早めに受付終了となる場合がある

＜募集要領等の詳細・応募等に関する問い合わせ先＞
一般社団法人	環境共生住宅推進協議会	
省エネ改修審査室（省エネ性能表示担当）

 メール：hyoji@kkj.or.jp

「既存建築物省エネ化推進事業」
（省エネルギー性能の診断・表示に対する支援）を募集 －国土交通省

寝室のエアコンが壊れました。その数週間後、冷蔵庫の冷気が止まり、浴室の
換気も突然動かなくなりました。記録的な猛暑の中、次々と家電が壊れる現象
におののき、少し在宅避難のような状況を体験。冷凍食品は数日なら保冷材代
わりになりますが、その役目を終えた後が大変です。賞味期限の怪しいものは
凍らせてしまえば大丈夫と何でも放り込んできた報いでしょうか。大量の期限
切れ食材を料理する腕も乏しく、藁を掴む思いで家電屋に駆け込みました。（M）

編
集
後
記

今月のニュース

　「こどもエコすまい支援事業」は、エネルギー価格高
騰の影響を受けやすい子育て世帯・若者夫婦世帯による
高い省エネ性能（ZEHレベル）を有する新築住宅の取得
や、住宅の省エネ改修などに対して支援し、「2050年の
カーボンニュートラル」の実現を図る事業。
　国土交通省は、本事業の現在の執行状況を踏まえて、
2022年度補正予算の1,500億円に加え、2023年度当
初予算の既定経費の活用により209億3,500万円を増額
し、予算総額を1,709億3,500万円とする。
　本事業は予算上限に達し次第、予約を含む交付申請

の受付を終了する。9月4日時点で申請額が90％に達し
ており、早めの申請が必要となる。
　予算の執行状況は事業ホームページで公表している。
また、これまで土日祝日を除く平日に更新していた予
算の執行状況について、今後は土日祝日を含み毎日更
新を行う。
　同事業の申請受付終了時の取り扱いに
ついてはいくつか留意点があるため、詳
細はホームページ等を確認のこと。

「こどもエコすまい支援事業」の予算を約209億円増額
 －国土交通省

高い省エネ性能を有する住宅の新築、一定のリフォームが対象（事業者が申請）
■ 補助対象

※補正予算案閣議決定日（2022年 11月８日）以降に、新築は基礎工事より後の工程の工事に、リフォームはリフォーム工事に着手したものに限る（交付申請までに事業者登録が必要）。

対象住宅 補助額
○ZEH住宅
 （強化外皮基準かつ再エネを除く一次エネルギー消費量
▲20％に適合するもの）

※ 対象となる住宅の延べ面積は、50㎡以上とする。
※ 土砂災害特別警戒区域における住宅は原則除外とする。
※ 「立地適正化計画区域内の居住誘導区域外」かつ「災害レッドゾーン
（災害危険区域、地すべり防止区域、土砂災害特別警戒区域、急傾斜地崩壊
危険区域または浸水被害防止区域）内」で建設されたもののうち、3戸以
上の開発または 1 戸もしくは 2 戸で規模 1,000㎡超の開発によるもの
で、都市再生特別措置法に基づき立地を適正なものとするために行われ
た市町村長の勧告に従わなかった旨の公表に係る住宅は除外とする。

子育て世帯・若者夫婦世帯による住宅の新築

100万円／戸

対象工事 補助額

住宅のリフォーム＊

リフォーム
工事内容

に応じて定める額
上限30万円／戸※

① 住宅の省エネ改修

② 住宅の子育て対応改修、バリアフリー改修、空気
清浄機能・換気機能付きエアコン設置工事等

 （①の工事を行った場合に限る）
※ 住宅の断熱性能向上のための先進的設備導入促進事業等（経済産業省・
環境省）または高効率給湯器導入促進による家庭部門の省エネルギー推
進事業費補助金（経済産業省）により住宅の省エネ改修を行う場合は、①
の工事を行ったものとして②の工事のみでも補助対象とする。

※ 子育て世帯・若者夫婦
世帯は、上限45万円／戸
（既存住宅購入を伴う
場合は60万円／戸）

※ 安心R住宅の購入を伴う
場合は、上限45万円／戸

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　池袋支店　王子展示場

＊	住宅の断熱性能向上のための先進的設備導入促進事業等（経済産業省・環境省）および高効率給湯器導入促進による家庭部門の省エネルギー推進事業費補助金（経済産業省）とのワンストップ対応を実施
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8,003

1月

6,137
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2023年

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）
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